
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

血液疾患は命に関わる疾患が多いものの、比較的長い経過

を辿ることが多く、患者さんと共に病気に立ち向かってい

く印象がありました。 
 

(1) どうして血液内科を選ばれたのですか？ 

医学部６年生の時のクリニカルクラークシップがきっかけです。血液疾患は命に

関わる疾患が多いものの、比較的長い経過を辿ることが多く、患者さんと共に病気

に立ち向かっていく印象がありました。全身管理を必要とし、総合医的要素もある

ことにやりがいを感じました。 

 

(2) その優しさの秘訣は？ 

優しいのかどうか、自分ではよくわかりません。そうだとして、あえて言うなら私

の育った環境がそうさせるのでしょう、きっと。 

 

(3) いくら優しい千綿先生でもストレスがたまることはありますよね。ストレス解

消法を教えてください。 

夜にふらっと音楽を聴きながら散歩やドライブをします。スポーツで汗をかくの

もストレス解消になりますね。 

 

(4) 同期が 4 人いますが、お互いの雰囲気はどうですか？ 

長崎大学出身という以外、出身も研修病院もばらばらなら、目指す医療もそれぞれ

異なるような気がします。しかし、４人とも臨床が大好きで、お互い尊敬し合い、

支え合いながら仕事をしています。 

 

(5) 血液内科に興味がある医学部生や研修医に一言をお願いします。 

血液内科の臨床や研究は座学で学ぶのと印象が違うと思います。まずは、クリクラ

や研修で回ってみてください。 
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